
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 人々が集い、学び、憩う、すてきなベイエリア 

【施設の状況写真】 

 

【施設の利用写真】 

            

【観光資源としての利用状況】 

海王丸パークには、初代の帆船海王丸（昭和５年建造）が係留保存され、一般の人々に公開

されている。帆船海王丸がすべての帆を張る「総帆展帆」は、年に１０回ボランティアの人たちの

協力により実施されており、その優美な姿を見学に県内外から多数の人々が訪れている。 
年間約８０万人の観光客が訪れ、立山黒部アルペンルートに並ぶ県内トップクラスの観光地に

成長している。 
 
 

 

富山新港内にある帆船海王丸を中心とした海の公園。 

海の貴婦人と呼ばれる初代帆船海王丸。期間中はラ

イトアップされ、昼と夜で違った姿を見ることが出来る。

貝殻を彩った広さ約 18,200 ㎡のイベント広場で行わ

れる巨大フリーマーケットは多くの人で賑わう。

日本海交流センター 
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（様式２）

テーマ 人々が集い、学び、憩う、すてきなベイエリア 

【社会資本の基礎データ】 

○名称      海王丸パーク 

○所在地     射水市海王町８番 

○事業名      港湾環境整備事業 

○事業主体    富山県 

○事業期間   平成２年～平成４年 

【社会資本の役割・効果】 

・海王丸パークは、港を元気にする目的で伏木富山港新湊地区内に設置された大型海浜公園で

ある。 

・野鳥公園など周辺環境も整備され魅力的なウォーターフロントを形成している。 

・同パーク内には、平成４年から「帆船海王丸」を保存・活用し、今では県内を代表する観光施設

として県内外からの来場者、地域住民に広く親しまれている。 

・地元射水市では、まちづくりの中核として、同パークを地域活性化の源としている。 

【位置図】 

 

【関連ホームページ】  

（財）伏木富山港 海王丸財団 http://www.hitwave.or.jp/kaiwomaru/index.html 

 


